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今
號
の
「
古
文
字
學
論
著
目
」
の
日
文
書
の
部
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、

二
〇
一
四
年
は
こ
の
分
野
の
單
著
が
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
特
に
目
立
つ
の
は
、
若

手
硏
究
者
に
よ
る
博
士
論
文
で
あ
る
。
分
野
も
甲
骨
文
・
金
文
・
戰
國
秦
漢
竹
簡

と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
揃
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
囘
は
こ
れ
ら
の
書
五
篇
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
た
。

陳
捷
著
『
甲
骨
文
字
と
商
代
の
信
仰　

神
權
・
王
權
と
文
化
』（
京
都

大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

本
書
は
著
者
陳
捷
氏
が
二
〇
〇
八
年
三
月
に
京
都
大
學
大
學
院
人
閒
・
環
境
學

硏
究
科
よ
り
學
位
を
授
與
さ
れ
た
博
士
論
文
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
甲
骨
卜

辭
を
主
な
史
料
と
し
て
商
代
の
占
卜
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

緖
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
甲
骨
學
の
步
み
を
確
認
し
た
う
え
で
、
本
書
の
目
的

や
構
想
に
つ
い
て
述
べ
る
。
商
代
に
お
け
る
信
仰
に
つ
い
て
、
斷
片
的
な
個
別
硏

究
は
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
文
化
史
の
立
場
か
ら
の
全
面
的
な
硏
究
は
未
だ
不

十
分
で
あ
り
、
解
明
す
べ
き
問
題
が
多
く
殘
さ
れ
て
い
る
と
し
、
第
一
部
で
は
甲

骨
の
諸
相
、
第
二
部
で
は
甲
骨
卜
辭
中
の
卜
兆
の
吉
凶
の
判
斷
を
記
し
た
部
分
で

あ
る
荻
辭
の
分
析
及
び
巫
祝
長
と
し
て
の
商
王
の
役
割
、
第
三
部
で
は
占
卜
の
結

果
に
つ
い
て
記
す
驗
辭
の
特
徵
と
そ
の
變
移
と
行
っ
た
具
合
に
、
三
つ
の
硏
究
課

題
を
設
定
す
る
。

第
一
部
「
商
代
信
仰
世
界
に
お
け
る
甲
骨
の
諸
相
」
は
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま

で
と
な
る
。
第
一
章
「『
尚
書
』
洪
範
に
見
え
る
商
代
の
卜
筮
」
で
は
、傳
世
文
獻
、

特
に
『
尚
書
』
洪
範
に
注
目
し
、
卜
筮
に
つ
い
て
記
し
た
「
稽
疑
」
の
部
分
を
商

代
の
卜
筮
に
關
す
る
貴
重
な
史
料
と
評
價
す
る
。

第
二
章
「
卜
の
特
徴
」
で
は
、
商
代
に
卜
が
行
わ
れ
た
時
閒
・
場
所
・
方
法
に

つ
い
て
檢
討
す
る
。

第
三
章
「
筮
の
記
録
」
で
は
、
商
代
の
筮
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
甲
骨
文
に
見

え
る
數
字
卦
と
さ
れ
る
も
の
を
筮
と
位
置
づ
け
、
商
代
に
は
卜
と
筮
が
竝
行
し
て

行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
れ
ら
の
數
字
卦
は
『
周
易
』
の
卦
と
は
別
系
統
の
も

の
で
あ
り
、『
周
易
』『
連
山
』
と
と
も
に
三
易
に
數
え
ら
れ
、
鄭
玄
が
商
代
の
易

と
位
置
づ
け
る
『
歸
藏
』
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。『
歸
藏
』
に
つ
い
て

は
傳
世
文
獻
の
中
に
佚
文
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
出
土
文
獻
で
あ
る
江
陵
王
家
臺
秦

簡
に
も
『
歸
藏
』
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
本
書
で
は
こ
れ
を
商
代
の
『
歸
藏
』

の
一
部
で
あ
る
と
す
る
。

第
四
章
「
卜
と
筮
の
關
係
」
で
は
、
占
い
の
手
段
と
し
て
の
卜
と
筮
の
比
較
を
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行
い
、
共
通
點
・
相
違
點
を
擧
げ
、
卜
と
筮
、
ま
た
卜
の
中
で
も
龜
卜
と
骨
卜
と

は
ル
ー
ツ
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
商
民
族
が
龜
卜
と
骨
卜
を
結
合
さ
せ
、
更
に
筮

法
を
取
り
入
れ
て
改
良
し
、卜
と
筮
を
そ
の
信
仰
世
界
の
二
本
柱
と
し
た
と
す
る
。

第
二
部
「
甲
骨
文
字
に
見
え
る
商
王
の
權
威
―
荻
辭
の
變
遷
を
中
心
に
」
は
第

五
章
か
ら
第
七
章
ま
で
と
な
る
。
特
に
第
五
章
「「
荻
・
」
字
の
解
讀
に
つ
い
て
」

が
本
書
の
核
心
部
分
と
な
る
。
本
書
で
は
從
來
「
占
辭
」「
繇
辭
」
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
た
、
甲
骨
卜
辭
中
の
主
に
商
王
に
よ
る
卜
兆
の
吉
凶
の
判
斷
を
記
録
し
た

部
分
を
「
荻
辭
」
と
呼
び
換
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
荻
辭
」
の
冒
頭
部
「
王
荻
曰
」

の
「
荻
・

」
字
の
字
釋
に
つ
い
て
は
、
諸
説
を
「
占
」
字
説
、「
卟
・

・
稽
」

字
説
、
そ
の
他
の
三
種
に
ま
と
め
、
字
義
・
字
形
・
字
音
の
三
つ
の
觀
點
か
ら
檢

討
す
る
。
ま
ず
字
義
に
つ
い
て
は
、
特
に
從
來
の
「
占
」
字
説
に
つ
い
て
、
甲
骨

文
に
別
に
「
占
」
字
が
存
在
し
、「
荻
」
字
と
意
味
や
使
い
方
が
異
な
る
よ
う
で

あ
る
と
し
て
否
定
し
た
う
え
で
、
甲
骨
文
の
「
王
荻
曰
」
は
『
尚
書
』
盤
庚
上
に

見
え
る
「
卜
稽
曰
」
と
同
じ
構
文
で
あ
り
、「
荻
・

」
字
を
「
稽
」
字
と
見
な

し
て
問
題
な
く
、『
説
文
解
字
』
卷
三
下
・
卜
部
で
「
讀
與
稽
同
」
と
す
る
「
卟
」

字
も
、
や
は
り
「
稽
」
字
と
同
音
・
同
義
の
文
字
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
す
る
。

字
形
に
つ
い
て
は
、「
荻
」
字
は
陳
夢
家
の
卜
骨
の
象
形
と
す
る
說
が
最
も
合
理

的
で
あ
る
と
し
、
こ
の
字
は
ひ
び
割
れ
が
生
じ
た
骨
を
示
す
「
𡆥
」
と
、
豫
測
・

豫
言
を
示
す
「
口
」
か
ら
成
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
荻
」
字
は
第
一
期
か
ら
第
五

期
に
か
け
て
「

」
字
へ
と
變
化
し
て
い
く
が 

、『
玉
篇
』
や
『
汗
簡
』『
古
文

四
聲
韻
』
な
ど
に
「
稽
」
の
古
文
と
し
て
見
え
る
「

」
や
「
卟
」
は
そ
こ
か
ら

派
生
し
た
字
形
で
あ
り 

、「
稽
」
は
そ
の
假
借
字
で
あ
る
と
す
る
。
字
音
に
つ
い

て
は
、「
𡆥
」
の
部
分
が
意
味
と
と
も
に
發
音
を
も
示
し
、「
憂
」
と
同
音
で
讀
み
、

「
稽
」
と
音
通
す
る
と
す
る
。

第
六
章
「
荻
辭
の
性
格
と
そ
の
變
遷
」
で
は
、
甲
骨
上
で
荻
辭
が
刻
ま
れ
る
位

置
や
時
期
ご
と
の
變
遷
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
荻
辭
を
含
む
卜
辭
の
中
で
、
第

一
期
の
も
の
が
半
數
以
上
を
占
め
、
内
容
・
形
式
と
も
に
豐
富
で
荻
辭
の
最
盛
期

に
あ
た
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
第
二
期
か
ら
第
四
期
に
か
け
て
の
も
の
は
ご
く
わ

ず
か
の
數
量
し
か
確
認
さ
れ
ず
、
内
容
・
形
式
と
も
簡
畧
化
が
め
だ
ち
、
荻
辭
の

沈
滯
期
と
す
る
。
第
五
期
の
も
の
は
再
び
數
量
が
增
加
す
る
が
、
卜
兆
の
判
定
は

「
吉
」「
大
吉
」「
引
吉
」
の
三
種
類
の
み
で
凶
兆
を
見
出
し
た
も
の
が
存
在
せ
ず
、

極
度
に
形
式
化
し
、
荻
辭
の
泡
沫
期
に
あ
た
る
と
す
る
。

第
七
章
「
商
王
權
威
の
變
化
」
で
は
、
前
章
で
扱
っ
た
荻
辭
の
變
遷
の
原
因
に

つ
い
て
、
主
と
し
て
傳
世
文
獻
を
史
料
と
し
て
檢
討
す
る
。
商
王
朝
は
、
王
が
政

治
指
導
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
巫
祝
長
の
役
割
も
兼
ね
る
体
制
で
あ
り
、
第
一
期

が
荻
辭
の
全
盛
期
と
な
っ
た
の
は
、
武
丁
が
す
ぐ
れ
た
巫
祝
長
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
と
す
る
。
し
か
し
お
そ
ら
く
王
位
繼
承
の
混
亂
や
短
命
の
王
が
相
次
い
だ
こ

と
に
よ
り
、
第
二
期
以
後
商
王
は
占
卜
に
あ
ま
り
關
與
し
な
い
よ
う
に
な
る
。
そ

し
て
王
の
權
威
を
示
す
巫
祝
長
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
な
く
な
っ
た
こ

と
が
、
神
權
政
治
を
根
本
と
す
る
商
王
朝
の
終
焉
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
結

論
づ
け
る
。

第
三
部
「
信
仰
と
共
に
展
開
す
る
商
代
の
文
化
―
驗
辭
と
そ
の
周
邊
」
は
、
第

八
章
「
移
り
變
わ
っ
て
ゆ
く
驗
辭
」
の
み
と
な
り
、
占
卜
の
後
に
起
こ
っ
た
事
實

と
吉
凶
判
斷
と
の
照
合
の
部
分
に
あ
た
る
驗
辭
の
變
遷
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
驗

辭
を
含
む
卜
辭
の
う
ち
、
第
一
期
の
も
の
が
半
數
以
上
を
占
め
、
そ
の
内
容
は
祭

祀
・
征
伐
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
第
二
期
以
降
は
數
量
が
激
減
し
、
内
容
も
第
二
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期
は
氣
象
に
關
す
る
も
の
、
第
三
期
は
田
獵
に
關
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
、
形

式
は
簡
畧
な
も
の
が
多
く
な
る
。
第
五
期
に
つ
い
て
は
、
内
容
は
第
三
期
の
傾
向

を
引
き
繼
ぎ
、
田
獵
に
關
す
る
も
の
の
み
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
驗
辭
の
變
化
は

荻
辭
の
變
化
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
荻
辭
が
記
さ
れ
ず
直
接
驗

辭
を
記
す
卜
辭
が
相
當
數
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
王
族
の
子
・
卜
官
・
貞
人
な
ど

王
以
外
の
人
物
が
卜
兆
の
判
定
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が
制
度
化
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
第
五
期
に
は
こ
の
占
卜
事
業
が

高
度
に
制
度
化
さ
れ
る
一
方
で
、
形
式
化
・
空
洞
化
も
進
行
し
た
と
す
る
。

な
お
、本
書
に
つ
い
て
は
、筆
者
（
佐
藤
）
に
よ
る
書
評
（『
日
本
秦
漢
史
硏
究
』

第
一
六
號
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
が
あ
る
。 

（
佐
藤
信
弥
）

角
道
亮
介
著
『
西
周
王
朝
と
そ
の
靑
銅
器
』（
六
一
書
房
、
二
〇
一
四

年
三
月
）

「
後
記
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
著
者
が
二
〇
一
二
年
三
月
に
東
京
大
學
大
學
院

人
文
社
會
系
硏
究
科
に
提
出
し
た
博
士
學
位
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
本
文
は
全
五
章
か
ら
成
る
。
筆
者
の
專
攻
は
中
國
考
古
學
で
あ
り
、
本

書
で
も
器
物
と
し
て
の
西
周
靑
銅
器
を
主
要
な
檢
討
材
料
と
し
て
い
る
が
、
金
文

に
見
え
る
事
象
に
關
し
て
も
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

「
第
一
章　

西
周
史
硏
究
の
意
義
と
課
題
」
は
、
本
書
の
序
論
に
あ
た
る
部
分

で
あ
る
。

「
第
一
節　

文
獻
資
料
に
記
載
さ
れ
る
西
周
史
」
は
、
ま
ず
『
史
記
』
周
本
紀

に
よ
っ
て
周
王
朝
の
成
立
か
ら
東
遷
ま
で
を
槪
觀
す
る
。
そ
し
て
從
來
な
さ
れ
て

き
た
よ
う
な
、
出
土
資
料
を
文
獻
資
料
の
記
述
が
眞
で
あ
る
こ
と
を
證
明
す
る
た

め
に
用
い
る
手
法
を
批
判
し
、
二
種
の
資
料
を
總
合
し
た
新
た
な
西
周
史
硏
究
の

必
要
を
說
く
。

「
第
二
節　

西
周
史
硏
究
と
問
題
の
所
在
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
周
・
西
周
の

遺
跡
や
靑
銅
器
硏
究
に
つ
い
て
槪
觀
し
、
本
書
の
目
的
は
靑
銅
彝
器
が
反
映
す
る

祭
祀
體
系
へ
の
檢
討
を
通
じ
て
そ
の
面
的
な
廣
が
り
を
檢
討
す
る
と
と
も
に
、
西

周
王
朝
の
政
治
體
と
し
て
の
實
態
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
特
に
靑
銅
器

銘
文
の
内
容
と
器
物
本
體
、
及
び
器
物
を
使
用
し
た
祭
祀
行
爲
と
の
關
連
に
着
目

し
て
い
く
と
す
る
。

「
第
二
章　

西
周
靑
銅
器
の
廣
が
り
」
は
、
西
周
王
朝
の
廣
が
り
を
見
て
い
く

た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
靑
銅
彝
器
の
編
年
形
式
を
行
い
、
つ
い
で
靑
銅
彝
器

の
出
土
地
點
か
ら
そ
の
分
布
範
圍
を
明
確
化
し
、
最
後
に
靑
銅
器
文
化
圈
の
設
定

を
行
っ
て
い
る
。

「
第
一
節　

西
周
靑
銅
器
編
年
の
枠
組
み
」
は
、
靑
銅
彝
器
の
地
域
的
な
廣
が

り
や
王
朝
系
・
地
方
型
の
別
を
論
じ
る
た
め
の
基
準
を
定
め
る
た
め
に
、
周
原
遺

跡
羣
出
土
の
靑
銅
鼎
を
對
象
と
し
て
編
年
を
設
定
し
て
い
る
。
特
に
形
制
の
面
で

西
周
中
期
後
段
か
ら
後
期
前
段
の
閒
に
大
き
な
變
革
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取

れ
、
そ
の
背
景
と
し
て
靑
銅
鼎
を
使
用
し
た
祭
祀
行
動
の
變
化
を
想
定
す
る
。

「
第
二
節　

西
周
期
の
靑
銅
彝
器
分
布
」
は
、
陝
西
省
の
周
原
・
豐
鎬
を
は
じ

め
と
す
る
各
省
の
各
地
點
ご
と
に
出
土
し
た
西
周
靑
銅
彝
器
を
槪
觀
す
る
。

「
第
三
節　

西
周
期
の
靑
銅
器
文
化
圈
」
は
、
前
節
で
の
檢
討
を
ふ
ま
え
、
西

周
時
代
の
靑
銅
彝
器
の
分
布
域
を
、
西
周
靑
銅
器
文
化
圈
（
陝
西
・
河
南
・
山
西

を
中
心
と
す
る
黃
河
下
流
域
と
河
北
省
・
湖
北
省
を
含
む
地
域
）、
華
東
靑
銅
器

文
化
圈
（
安
徽
省
南
部
・
江
蘇
省
南
部
と
浙
江
省
の
一
部
）、
湘
贛
靑
銅
器
文
化
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圈
（
湖
南
省
・
江
西
省
と
浙
江
省
の
一
部
）
に
大
き
く
三
分
し
、
邊
緣
地
域
と
し

て
遼
西
地
域
、
嶺
南
地
域
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
西
周
時
代
を
通
じ
て
靑
銅
彝
器

分
布
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
西
周
靑
銅
器
文
化
圈
に
屬
す
る
陝
西
省
關
中
平
原

と
山
西
省
臨
汾
盆
地
で
あ
り
、
西
周
中
期
に
は
分
布
域
が
縮
小
し
、
後
期
に
は
再

び
分
布
域
が
廣
が
る
と
い
っ
た
動
き
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

「
第
三
章　

西
周
王
朝
と
靑
銅
器
」
は
、
西
周
王
朝
の
中
心
地
域
で
あ
る
關
中

平
原
で
の
靑
銅
彝
器
の
分
布
や
使
用
法
、
そ
れ
に
付
隨
し
て
王
畿
の
範
圍
や
王
朝

の
都
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
る
。
本
章
第
二
節
で
檢
討
さ
れ
る
窖
藏
の
用
途
と
、

第
三
節
で
檢
討
さ
れ
る
宗
周
の
位
置
比
定
は
、
本
書
の
中
で
も
特
に
重
要
な
指
摘

で
あ
る
。

「
第
一
節　

關
中
平
原
に
お
け
る
靑
銅
彝
器
分
布
の
變
化
」
は
、
關
中
平
原
の

諸
地
域
を
秦
嶺
北
麓
東
部
・
岐
山
南
麓
地
域
な
ど
十
二
に
分
け
て
靑
銅
彝
器
の
出

土
狀
況
を
確
認
す
る
。
殷
末
周
初
か
ら
西
周
前
期
に
か
け
て
は
關
中
平
原
地
域
各

地
の
廣
い
範
圍
で
出
土
す
る
の
に
對
し
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
周
原
地

區
や
豐
鎬
地
區
を
含
む
岐
山
南
麓
地
域
と
渭
河
兩
岸
地
域
に
出
土
が
集
中
し
、
西

周
時
代
を
通
じ
て
分
布
に
變
化
が
な
い
こ
の
二
つ
を
中
心
と
す
る
地
域
が
西
周
王

朝
の
王
畿
で
あ
っ
た
こ
と
、
王
畿
内
の
各
邑
で
は
王
朝
が
靑
銅
彝
器
に
よ
る
祭
祀

を
一
括
管
理
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。

「
第
二
節　

靑
銅
器
祭
祀
の
變
革
と
そ
の
背
景
」
は
、
西
周
後
期
の
周
原
・
豐

鎬
地
區
で
集
中
的
に
設
け
ら
れ
た
靑
銅
彝
器
窖
藏
に
つ
い
て
論
じ
る
。
從
來
は
諸

氏
族
が
厲
王
の
出
奔
や
東
遷
な
ど
の
混
亂
か
ら
逃
れ
る
際
に
、
一
時
的
に
靑
銅
器

を
隱
す
た
め
に
設
置
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
西
周
後
期
に
墓
地
へ
の
靑
銅
彝
器

の
副
葬
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
、
窖
藏
の
周
邊
に
し
ば
し
ば
宗
廟
と
見
ら
れ
る

建
築
遺
構
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
根
據
に
、
窖
藏
は
宗
廟
に
併
設
さ
れ
た
靑
銅

彝
器
の
恆
常
的
な
保
管
庫
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
西
周
中
期
後
段
か
ら
後
期

前
段
に
か
け
て
の
王
朝
に
よ
る
禮
制
改
革
の
一
環
と
し
て
、
祖
先
祭
祀
に
用
い
る

靑
銅
彝
器
の
墓
地
へ
の
副
葬
を
禁
じ
、
宗
廟
で
繰
り
返
し
使
用
さ
せ
る
と
い
う
規

制
が
存
在
し
た
と
想
定
す
る
。

「
第
三
節　

周
原
と
宗
周
」
は
、
前
節
で
の
檢
討
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
祭

祀
都
市
と
し
て
の
周
原
と
、
金
文
に
見
え
る
宗
周
・
成
周
・
꿗
京
・
周
と
い
っ
た

西
周
王
朝
の
都
の
性
質
と
を
比
較
す
る
。
特
に
從
來
鎬
京
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
宗
周
に
つ
い
て
、
祭
祀
の
中
心
地
と
し
て
の
性
格
が
周
原
遺
跡
と
一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
陳
夢
家
の
宗
周
岐
山
說
を
再
評
價
し
、
鎬
京
で
は
な
く
周
原

を
指
す
と
し
、
周
は
宗
周
す
な
わ
ち
周
原
の
畧
稱
と
す
る
。
ま
た
議
論
が
多
い
꿗

京
も
王
盂
の
出
土
地
點
な
ど
を
根
據
に
周
原
遺
跡
羣
内
に
位
置
し
た
と
す
る
。

「
第
四
章　

諸
侯
國
に
お
け
る
受
容
形
態
」
は
、
諸
侯
國
地
域
で
の
靑
銅
彝
器

の
出
土
狀
況
を
檢
討
し
、
靑
銅
彝
器
に
よ
る
西
周
王
朝
の
禮
制
の
受
容
の
度
合
い

を
分
析
す
る
。

「
第
一
節　

晉
國
墓
地
の
硏
究
」
は
、
西
周
諸
侯
墓
の
う
ち
發
掘
に
よ
っ
て
そ

の
全
體
像
の
把
握
が
可
能
な
事
例
と
し
て
、山
西
北
趙
晉
侯
墓
地
を
取
り
上
げ
る
。

著
者
は
ロ
シ
ア
のK

ryukov

（
劉
克
甫
）
の
見
解
を
承
け
、
墓
地
よ
り
出
土
す
る

靑
銅
彝
器
銘
に
見
え
る
晉
侯
名
と
『
史
記
』
晉
本
紀
に
見
え
る
晉
侯
名
と
の
比
定

を
中
心
と
す
る
從
來
の
墓
地
の
編
年
を
批
判
し
、
出
土
靑
銅
鼎
の
形
式
の
檢
討
か

ら
、
從
來
と
は
異
な
る
墓
地
の
編
年
案
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
前
章
で
問
題
に
し

た
よ
う
な
靑
銅
器
窖
藏
は
當
地
で
は
發
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
西
周
後
期
に
な
っ
て

も
靑
銅
彝
器
を
墓
地
に
副
葬
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
期
後
段
以
降
の
王
朝
に
よ
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る
禮
制
改
革
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。

「
第
二
節　

𢐗
國
墓
地
の
硏
究
」
は
、
同
樣
に
發
掘
に
よ
っ
て
そ
の
全
體
像
の

把
握
が
可
能
な
事
例
と
し
て
、
陝
西
寶
鷄
𢐗
國
墓
地
を
取
り
上
げ
る
。
墓
地
副
葬

の
靑
銅
器
は
王
朝
系
靑
銅
彝
器
、
𢐗
集
團
の
出
自
に
關
係
す
る
四
川
系
の
三
角
援

戈
や
尖
底
罐
、
そ
し
て
在
地
系
の
柳
葉
形
短
劍
・
平
底
罐
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る

が
、
時
期
を
經
る
に
つ
れ
王
朝
系
の
割
合
が
增
加
し
、
支
配
層
が
自
ら
の
權
威
强

化
の
た
め
、王
朝
の
禮
制
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
と
す
る
。

出
土
靑
銅
彝
器
の
銘
文
に
見
え
る
王
朝
の
有
力
氏
族
井
氏
と
の
婚
姻
も
こ
れ
に
連

動
す
る
動
き
で
あ
る
と
す
る
。

「
第
三
節　

西
周
靑
銅
器
銘
文
に
見
え
る
禮
制
の
受
容
」
は
、
諸
侯
國
で
の
靑

銅
彝
器
を
利
用
し
た
祭
祀
活
動
の
執
行
や
王
朝
の
禮
制
の
受
容
を
探
る
。
ま
ず
靑

銅
彝
器
そ
の
も
の
の
分
布
は
廣
範
圍
に
わ
た
り
、
西
周
後
期
に
酒
器
に
か
わ
っ
て

水
器
・
樂
器
が
增
加
す
る
な
ど
、
靑
銅
彝
器
の
組
成
も
黃
河
流
域
の
諸
侯
國
で
は

王
朝
の
方
針
と
一
致
し
て
い
る
。
一
方
で
銘
文
の
作
器
對
象
や
敍
述
形
式
に
着
目

し
て
定
量
的
に
分
析
す
る
と
、
西
周
前
・
中
期
に
は
永
續
的
な
使
用
を
期
待
さ
れ

る
も
の
や
、
作
器
者
と
王
朝
と
の
關
係
に
つ
い
て
記
し
た
銘
文
を
持
つ
靑
銅
彝
器

を
墓
地
に
副
葬
し
な
い
と
い
う
王
朝
の
規
制
が
、
一
部
例
外
を
除
い
て
諸
侯
國
で

も
守
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
祭
祀
行
爲
の
共
通
す
る
諸
侯
國
が
王
畿
と
と
も
に
西

周
王
朝
の
政
治
的
な
領
域
を
構
成
し
て
い
た
と
見
る
。
し
か
し
西
周
後
期
に
は
諸

侯
の
自
作
器
が
增
加
す
る
な
ど
、
王
朝
の
定
め
た
規
範
か
ら
の
逸
脫
が
見
ら
れ
、

諸
侯
國
が
獨
自
の
靑
銅
器
祭
祀
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
と
す
る
。

「
第
五
章　

西
周
の
政
體
と
領
域
」
は
、
本
書
の
結
論
部
分
で
あ
る
。
前
四
章

で
の
檢
討
を
振
り
返
り
、
本
書
で
指
摘
し
た
よ
う
な
靑
銅
彝
器
の
副
葬
規
制
を
含

む
西
周
中
期
後
段
・
後
期
前
段
閒
の
禮
制
改
革
は
、
第
四
章
第
三
節
で
言
及
さ
れ

た
よ
う
な
、靑
銅
彝
器
に
よ
る
祭
祀
行
爲
の
獨
自
化
を
は
か
る
諸
侯
國
の
牽
制
と
、

そ
し
て
服
屬
諸
氏
族
の
再
編
成
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
第
四
章
第
二

節
で
見
た
晉
國
の
事
例
の
よ
う
に
、
西
周
王
朝
の
意
圖
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
は

言
い
が
た
く
、
禮
制
改
革
の
失
敗
が
西
周
の
滅
亡
を
決
定
づ
け
た
と
す
る
。
そ
し

て
西
周
王
朝
の
政
治
的
領
域
が
か
な
り
限
定
的
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
そ
の
靑
銅

彝
器
の
分
布
範
圍
は
廣
大
で
あ
る
が
、
器
物
と
し
て
の
靑
銅
彝
器
の
受
容
を
通
じ

て
禮
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
知
り
得
た
地
域
が
、
春
秋
期
以
降
に
〝
中
華
〞

世
界
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
見
通
し
を
提
示
す
る
。

冒
頭
に
も
觸
れ
た
よ
う
に
著
者
は
本
來
中
國
考
古
學
を
專
門
と
し
て
い
る
が
、

以
上
の
紹
介
で
窺
え
る
よ
う
に
、
靑
銅
彝
器
に
付
隨
す
る
金
文
も
資
料
と
し
て
積

極
的
に
利
用
し
て
い
る
。
特
に
第
四
章
第
一
節
で
晉
侯
墓
地
出
土
器
銘
に
見
え
る

晉
侯
名
を
安
易
に
『
史
記
』
晉
世
家
に
見
え
る
晉
侯
名
に
比
定
す
る
行
爲
を
批
判

す
る
な
ど
、
文
字
資
料
に
對
す
る
視
點
も
確
か
で
あ
る
。
考
古
學
と
金
文
學
と
の

融
合
が
高
い
水
準
で
達
成
さ
れ
た
硏
究
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

た
だ
、
本
書
は
周
王
朝
と
靑
銅
彝
器
・
銘
文
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
靑
銅
彝
器

が
基
本
的
に
王
室
の
工
房
で
製
作
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ど
の
、『
西
周
靑
銅
器

と
そ
の
國
家
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
東
京
、
一
九
八
〇
年
）
に
見
え
る
松
丸
道

雄
氏
の
諸
論
を
前
提
と
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
點
に
關
し
て
は
評

價
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
に
關
し
て
は
、
飯
島
武
次
氏
（『
季
刊
考
古
學
』
第
一
二
九
號
、

二
〇
一
四
年
一
一
月
）、
内
田
純
子
氏
（『
考
古
學
硏
究
』
第
六
一
卷
第
三
號
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
）、
丹
羽
崇
史
氏
（『
中
國
出
土
資
料
硏
究
』
第
一
九
號
、



古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
九
八

二
〇
一
五
年
三
月
）
ら
に
よ
る
書
評
・
紹
介
が
既
に
發
表
さ
れ
て
い
る
。

 

（
佐
藤
信
弥
）

佐
藤
信
弥
著
『
西
周
期
に
お
け
る
祭
祀
儀
禮
の
研
究
』（
朋
友
書
店
、

二
〇
一
四
年
三
月
）

本
書
は
佐
藤
信
弥
氏
が
博
士
學
位
論
文
に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

西
周
期
に
お
け
る
祭
祀
儀
禮
の
消
長
・
變
遷
の
樣
相
と
そ
の
背
景
を
探
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
論　
　

西
周
祭
祀
儀
禮
研
究
に
お
け
る
二
つ
の
問
題

第
1
章　

獻
捷
儀
禮
の
變
化

第
2
章　

祭
祀
儀
禮
の
場
の
變
化
（
一
）
꿗
京

第
3
章　

祭
祀
儀
禮
の
場
の
變
化
（
二
）
周
新
宮

第
4
章　

祭
祀
儀
禮
の
參
加
者
と
賜
與
品
の
變
化

第
5
章　

蔑
歴
の
時
代

第
6
章　

册
命
儀
禮
の
形
式
と
そ
の
確
立

終
章　

東
遷
以
後
の
周
王
朝
と
そ
の
儀
禮

序
論
で
は
、
先
秦
史
の
研
究
の
際
に
利
用
さ
れ
る
二
重
證
據
法
（「
第
1
節　

西
周
祭
祀
儀
禮
研
究
と
二
重
證
據
法
」）
と
文
化
人
類
學
的
手
法
（「
第
2
節　

西

周
祭
祀
儀
禮
研
究
と
文
化
人
類
學
的
手
法
」）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の

注
意
點
・
問
題
點
な
ど
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
西
周
期
の
中
で
の
儀
禮
の
變
化
に

つ
い
て
は
歴
史
學
的
な
視
點
か
ら
追
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
第
3
節
で
は
本
書

の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
1
章
で
は
、
戰
勝
後
に
主
君
や
祖
靈
に
對
し
て
俘
虜
・
敵
首
な
ど
の
戰
果
を

報
告
し
、
獻
上
す
る
儀
禮
で
あ
る
獻
捷
儀
禮
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
第
1
節　

獻
捷
儀
禮
の
概
要
」
で
は
小
盂
鼎
を
例
と
し
て
、
高
智
群
の
先
行

研
究
の
區
分
に
依
り
な
が
ら
そ
の
儀
節
を
確
認
す
る
。

「
第
2
節　

西
周
前
・
中
期
の
獻
捷
儀
禮
」「（
1
）
獻
捷
儀
禮
中
の
燎
祭
」
で
は
、

西
周
金
文
や
傳
世
文
獻
に
見
え
る
燎
祭
の
淵
源
は
、
殷
代
に
田
獵
・
巡
察
の
よ
う

な
軍
事
的
行
動
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
燎
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「（
2
）
獻
捷

儀
禮
中
の
릇
祭
」
で
は
、
西
周
期
の
릇
祭
は
燎
祭
の
場
合
よ
り
も
直
接
的
に
殷
代

の
릇
を
淵
源
と
し
て
い
た
と
い
う
。「（
3
）
周
王
主
催
の
祭
祀
に
つ
い
て
」
で
は
、

西
周
金
文
に
見
え
る
祭
祀
に
つ
い
て
檢
討
し
、
周
王
の
主
催
に
よ
る
祭
祀
が
施
行

さ
れ
た
時
期
は
お
お
む
ね
西
周
中
期
ま
で
に
限
定
さ
れ
、
特
に
西
周
前
期
に
盛
行

し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。

「
第
3
節　

西
周
後
期
・
春
秋
期
の
獻
捷
儀
禮
」「（
1
）
貢
納
と
し
て
の
獻
捷

儀
禮
」
で
は
、
獻
捷
儀
禮
を
檢
討
し
、
西
周
後
期
に
お
い
て
は
報
功
と
賞
賜
の
儀

節
の
み
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
燎
祭
の
よ
う
な
祭
祀
は
廢
れ
て
い
っ
た
と

い
う
。「（
2
）
廷
禮
の
形
式
に
よ
る
儀
禮
」
で
は
、
册
命
儀
禮
に
主
と
し
て
見
ら

れ
る
儀
禮
の
形
式
で
あ
る
廷
禮
を
確
認
す
る
。
西
周
後
期
に
お
い
て
、
獻
捷
儀
禮

が
貢
納
の
儀
禮
と
し
て
の
性
質
を
強
め
、
獻
捷
及
び
そ
の
賞
賜
の
儀
禮
が
廷
禮
の

形
式
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
册
命
儀
禮
の
盛
行
と
對
應
し
た
現

象
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
2
章
で
は
、
周
王
朝
の
中
心
の
一
つ
で
あ
る
꿗
京
に
つ
い
て
、
そ
の
京
と
し

て
の
意
義
、
西
周
後
期
に
至
っ
て
京
と
し
て
の
地
位
を
喪
失
す
る
經
緯
な
ど
を
考

察
す
る
。

「
第
1
節　

꿗
京
の
位
相
」「（
1
）
꿗
京
の
地
望
」
で
は
、
꿗
京
の
地
望
に
つ
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い
て
先
行
研
究
を
檢
討
し
、
新
た
な
發
見
が
な
い
限
り
、
西
安
市
付
近
一
帶
に
位

置
し
た
と
す
る
説
が
妥
當
で
あ
る
と
い
う
。「（
2
）
꿗
京
か
ら
꿗
へ
」
で
は
、
꿗

京
の
辟
雍
施
設
で
行
わ
れ
た
儀
禮
の
用
例
を
擧
げ
る
。
ま
た
、
西
周
前
期
か
ら
中

期
に
か
け
て
は
辟
雍
施
設
に
お
い
て
王
朝
の
大
典
と
し
て
の
大
禮
や
漁
禮
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
後
期
に
な
る
と
、
꿗
京
は
單
に
꿗
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
周
王
の
滯
在
地
の
ひ
と
つ
、
あ
る
い
は
貴
族
の
宮
室
の
造
營
地
に
す
ぎ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
經
過
を
明
ら
か
に
す
る
。「（
3
）
周
の
京
に
つ
い
て
」
で

は
、
西
周
金
文
に
見
え
る
京
は
、
地
名
に
關
わ
る
も
の
と
、
京
宮
・
京
室
な
ど
宮

室
の
名
稱
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と
い
い
、
そ
れ
ら
の
用
例
の
檢
討
を
行
う
。

ま
た
、
京
と
꿗
京
の
關
係
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

「
第
2
節　

周
康
宮
の
經
營
と
꿗
」
で
は
、
册
命
儀
禮
の
主
要
な
施
行
の
場
と

な
っ
た
の
が
周
所
在
の
諸
宮
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
諸
宮
の
一
つ
で
あ
る
周
康
宮

に
つ
い
て
檢
討
し
、
周
王
朝
は
西
周
中
期
後
半
以
後
、
꿗
京
の
よ
う
な
宗
敎
的
中

心
地
に
替
え
て
、
周
康
宮
の
よ
う
な
政
治
的
・
經
濟
的
な
中
心
地
の
構
築
を
切
實

に
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
3
章
で
は
、
祭
祀
儀
禮
の
轉
換
期
に
、
儀
禮
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
周
新
宮
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
第
1
節　

周
新
宮
の
用
例
」
で
は
、
金
文
に
お
け
る
周
新
宮
の
基
本
的
な
事

項
を
確
認
し
、
そ
の
使
用
期
閒
は
西
周
中
期
後
半
か
ら
西
周
後
期
前
半
に
か
け
て

の
時
期
に
相
當
す
る
と
い
う
。

「
第
2
節　

西
周
中
期
に
お
け
る
儀
禮
の
變
遷
と
周
新
宮
」
で
は
、
周
新
宮
で

施
行
さ
れ
た
射
禮
と
册
命
儀
禮
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
そ
し
て
、
周
新
宮
は
「
會

同
型
儀
禮
」（
臣
下
が
周
王
あ
る
い
は
周
王
に
よ
り
施
行
を
命
じ
ら
れ
た
貴
族
の

も
と
に
一
堂
に
會
す
る
型
の
儀
禮
）
か
ら
册
命
儀
禮
と
い
う
、
西
周
中
期
後
半
の

儀
禮
の
變
化
に
對
應
す
る
役
割
を
擔
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

「
第
3
節　

西
周
後
期
に
お
け
る
周
新
宮
」
で
は
、
西
周
後
期
の
「
周
新
宮
」

と
「
周
康
宮
新
宮
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
周
新
宮
の
す
べ
て
の
用
例
が
「
周
康
宮

新
宮
」
の
略
稱
で
あ
る
と
見
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
西
周
後
期
、
新
宮
は
周
王

の
據
點
と
し
て
の
地
位
を
康
宮
に
讓
り
、
そ
の
重
要
性
が
薄
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

康
宮
の
統
屬
下
に
入
っ
た
と
考
え
る
。

第
4
章
で
は
、「
會
同
型
儀
禮
」
と
册
命
儀
禮
の
參
加
者
と
賜
與
品
を
比
較
檢

討
し
、「
會
同
型
儀
禮
」
か
ら
册
命
儀
禮
へ
の
變
遷
の
跡
を
探
る
。

「
第
1
節　

會
同
型
儀
禮
の
分
析
」及
び「
第
2
節　

册
命
儀
禮
の
分
析
」で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
儀
禮
の
（
1
）
參
加
者
、（
2
）
賜
與
品
を
分
析
し
、
祭
祀
儀
禮
の

變
遷
に
と
も
な
い
、儀
禮
の
場
で
賜
與
さ
れ
る
品
物
も
、そ
の
儀
禮
の
性
質
に
合
っ

た
も
の
へ
と
變
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

第
5
章
で
は
、
淸
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
長
ら
く
定
解
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
西
周
金
文
中
に
頻
見
す
る
𦹋
겺
（
蔑
歴
）（
筆
者
注
：
以
下
、「
蔑
歴
」
と
略
す
）

の
語
意
と
そ
の
關
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

「
第
1
節　

蔑
歴
と
は
何
か
」
で
は
、
金
文
に
見
え
る
蔑
歴
の
用
例
を
檢
討
し
、

そ
れ
は
上
司
が
賞
賜
に
伴
っ
て
部
下
や
家
臣
の
功
績
を
、
そ
の
父
祖
の
事
績
と
關

係
づ
け
て
褒
賞
し
、
君
臣
關
係
を
確
認
す
る
儀
節
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
行
爲
を

集
約
し
た
文
書
用
語
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

「
第
2
節　

類
似
の
語
句
」
で
は
、
蔑
歴
と
類
似
す
る
意
味
を
持
つ
語
句
に
つ

い
て
確
認
す
る
。そ
の
語
句
は
𦹋
字
單
用
の
例
を
除
き
、現
在
の
と
こ
ろ
、「
加（
嘉
）

某
겺
（
歴
）」「
光
某
﹇
事
﹈」「﹇
婪
﹈
皇
某
﹇
身
﹈」「
加
（
嘉
）
某
義
（
儀
）」「
滅
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늊
某
﹇
身
﹈」「
袤
늊
某
」
の
六
種
類
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
ら
は
蔑
歴

と
は
異
な
り
、
當
人
の
事
績
の
み
を
稱
え
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
。

「
第
3
節　

斷
代
の
問
題
」
で
は
、
蔑
歴
の
語
が
西
周
中
期
を
境
に
用
例
數
が

急
減
し
、
東
周
金
文
や
傳
世
文
獻
に
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
を
考
察

す
る
。
西
周
中
期
の
金
文
に
蔑
歴
が
頻
見
す
る
理
由
は
、
こ
の
時
期
は
文
王
・
武

王
か
ら
相
當
の
世
代
を
經
て
お
り
、
君
臣
關
係
を
再
確
認
し
て
い
く
必
要
性
が
強

く
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
記
録
と
し
て
殘
す
際
に
、
西
周
後
期
と
は
異
な
っ
て

ま
だ
記
述
が
簡
潔
な
金
文
が
主
流
で
あ
っ
た
た
め
に
、「
𦹋
겺
（
蔑
歴
）」
の
語
を

必
要
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
6
章
で
は
、
册
命
儀
禮
の
確
立
・
形
式
化
の
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
檢

討
す
る
。

「
第
1
節　

任
命
儀
禮
の
種
類
と
形
式
」「（
1
）
册
命
儀
禮
の
形
式
」
で
は
、

册
命
儀
禮
の
儀
節
を
、
頌
鼎
／
簋
／
壺
を
例
に
確
認
す
る
。「（
2
）
册
命
以
外
の

任
命
儀
式
」
で
は
、
册
命
儀
禮
で
は
な
い
任
命
儀
式
の
形
式
で
あ
る
克
鐘
／
鎛
の

銘
文
を
確
認
し
、
そ
れ
は
例
外
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

「
第
2
節　

西
周
前
・
中
期
の
任
命
」
で
は
、
册
命
金
文
が
盛
行
す
る
以
前
の

時
期
の
官
職
・
職
事
の
任
命
を
記
述
す
る
大
盂
鼎
に
つ
い
て
檢
討
し
、
こ
の
銘
の

任
命
の
持
つ
意
義
が
册
命
儀
禮
の
そ
れ
と
同
質
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ

る
と
い
う
。
ま
た
、
大
盂
鼎
よ
り
一
段
階
時
期
が
下
る
班
簋
に
も
言
及
す
る
。

「
第
3
節　

西
周
中
・
後
期
の
任
命
」「（
1
）
册
命
儀
禮
確
立
の
過
程
」
で
は
、

西
周
中
期
に
册
命
儀
禮
の
儀
節
が
整
え
ら
れ
て
い
く
過
程
を
反
映
し
た
史
料
を
確

認
す
る
。
そ
し
て
、
册
命
儀
禮
と
は
周
王
が
公
よ
り
下
位
の
身
分
の
貴
族
を
任
命

の
對
象
と
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
任
命
儀
式
の
一
形
式
で
あ
る
と
位
置
づ
け

る
。「（
2
）
右
者
の
役
割
に
つ
い
て
」
で
は
、
册
命
儀
禮
の
右
者
の
果
た
し
た
役

割
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
誘
導
の
形
式
と
い
う
點
に
着
目
す
れ
ば
、
册
命
儀
禮
の

受
命
者
と
右
者
と
の
關
係
は
、
統
屬
關
係
に
あ
る
、
も
し
く
は
册
命
が
き
っ
か
け

で
統
屬
關
係
が
結
ば
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。「（
3
）「
邦
君
」
へ

の
任
命
」
で
は
、
西
周
中
期
後
半
以
後
の
「
邦
君
」
に
對
す
る
官
職
・
職
事
の
任

命
の
形
式
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
西
周
中
期
以
後
、
册
命
儀
禮
が
確
立
・
形
式
化

さ
れ
る
一
方
で
、
公
の
よ
う
な
高
位
の
貴
族
を
任
命
す
る
際
に
は
、
册
命
儀
禮
の

儀
節
に
逐
一
則
る
こ
と
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

終
章
の
「
第
1
節　

西
周
期
に
お
け
る
祭
祀
儀
禮
の
展
開
と
そ
の
背
景
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
各
章
を
ま
と
め
、
西
周
中
期
後
半
の
册
命
儀
禮
の
確
立
・
盛
行
を
畫

期
と
し
て
見
た
場
合
の
祭
祀
儀
禮
の
樣
相
と
背
景
に
つ
い
て
、
西
周
前
〜
中
期
前

半
（
武
王
期
〜
穆
王
前
後
）
と
西
周
中
期
後
半
〜
後
期
（
共
王
期
前
後
〜
幽
王
期
）

に
分
け
て
整
理
す
る
。

「
第
2
節　

西
周
以
來
の
儀
禮
の
繼
承
」
で
は
、
春
秋
期
に
お
け
る
周
王
主
催

の
儀
禮
の
施
行
に
つ
い
て
、
西
周
金
文
と
儀
禮
の
形
式
が
類
似
す
る
傳
世
文
獻
の

事
例
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
第
3
節　

子
犯
鐘
の
時
代
」
で
は
、
春
秋
期
の
金
文
で
あ
る
子
犯
鐘
の
檢
討

を
行
う
。
春
秋
期
に
は
「
諸
侯
」
や
そ
の
家
臣
た
ち
が
自
ら
を
西
周
期
の
家
臣
に

な
ぞ
ら
え
、
周
王
に
な
お
一
定
の
權
威
を
認
め
る
一
方
で
、
そ
れ
を
自
ら
の
權
威

化
に
利
用
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

「
第
4
節　

周
王
朝
に
よ
る
賜
命
禮
の
施
行
」
で
は
、
周
王
は
「
諸
侯
」
の
も

と
に
使
者
を
派
遣
し
誥
命
を
傳
え
る
賜
命
禮
を
施
行
し
て
「
諸
侯
」
に
對
す
る
影

響
力
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
賜
命
禮
は
策
命
（
册
命
）
儀
禮
か
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ら
派
生
し
た
新
し
い
儀
禮
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
節
の
最
後
で
は
、
戰
國
期
に
中
原
の
「
諸
侯
」
が
稱
王
す
る
の
は
、
そ
の
勢

力
の
擴
大
と
と
も
に
、
自
ら
を
周
王
に
な
ぞ
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
そ
の

一
因
で
あ
る
と
い
う
。「
諸
侯
」
ら
の
意
識
の
變
化
と
連
動
し
て
、
西
周
期
以
來

の
儀
禮
を
含
め
た
禮
制
も
變
容
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
戰
國
期

の
人
々
の
意
識
に
合
っ
た
禮
制
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
著
述
さ
れ
た
の
が
『
禮
記
』

『
周
禮
』『
儀
禮
』
と
い
っ
た
禮
文
獻
で
あ
っ
た
と
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
序
論
で
二
重
證
據
法
等
の
問
題
點
や
注
意
點
に
つ
い
て
章
を
割
い

て
言
及
す
る
よ
う
に
、
西
周
金
文
を
主
要
な
史
料
と
し
て
、
西
周
期
の
祭
祀
儀
禮

を
考
察
す
る
。
西
周
金
文
を
用
い
て
研
究
を
行
う
際
、
儀
禮
は
必
ず
何
ら
か
の
形

で
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
は
先
秦
時
期
の
儀
禮
を
研
究
す
る
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
西
周
史
研
究
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

 

（
三
輪
健
介
）

西
信
康
著『
郭
店
楚
簡『
五
行
』と
傳
世
文
獻
』（
北
海
道
大
學
出
版
會
、

二
〇
一
四
年
三
月
）

郭
店
楚
簡
『
五
行
』
を
中
心
と
し
た
硏
究
成
果
を
收
載
し
た
書
。
第
一
章
「
郭

店
楚
簡
『
五
行
』
硏
究
史
と
課
題
」、
第
二
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
一
段
目

の
思
想
と
構
造
」、
第
三
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
二
段
目
の
思
想
と
構
造
」、

第
四
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
三
段
目
の
思
想
と
構
造
」、
第
五
章
「『
孟
子
』

萬
章
下
篇
「
金
聲
而
玉
振
之
」
考
」、
第
六
章
「『
孟
子
』
に
見
え
る
告
子
の
仁
內

義
外
說
」、
第
七
章
「
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
の
人
性
論
と
そ
の
周
邊
」
の
全

七
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
か
ら
第
五
章
は
著
者
の
博
士
學
位
論
文（「
郭

店
楚
簡
『
五
行
』
の
硏
究
」、
二
〇
〇
九
年
、
北
海
道
大
學
に
提
出
）、
第
六
章
・

第
七
章
は
そ
の
後
に
發
表
さ
れ
た
個
別
的
な
硏
究
成
果
で
あ
り
、
本
書
收
錄
に
当

た
っ
て
大
幅
な
修
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
の
み
な
ら
ず
、

馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』
や
郭
店
楚
簡
『
六
德
』『
語
叢
一
』『
性
自
命
出
』
な
ど
の

出
土
資
料
や
關
連
す
る
傳
世
文
獻
を
も
硏
究
對
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
內
容

と
そ
の
特
徵
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
著
者
は
、
出
土
資
料
の
讀

解
に
際
し
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
文
獻
の
獨
自
性
が
確
保
さ
れ
ず
、
他
文
獻
の
解
釋

が
そ
の
ま
ま
無
批
判
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
方
法
論
上
の
問
題
」
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
本
書
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
論
文
は
す
べ
て
こ
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て

考
察
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
か
ら
第
四
章
は
、
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
を
硏
究
對
象
と
し
、
そ
の
思
想

と
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
特
に
、
竹
簡
上
に
見
え
る
墨
節
符
號

（「

」）
に
注
目
し
て
い
る
。

第
一
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
硏
究
史
と
課
題
」
で
は
、馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』

と
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
を
め
ぐ
る
硏
究
史
を
槪
說
し
、
そ
の
問
題
点
と
課
題
を
提

示
し
て
い
る
。一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
市
で
發
見
さ
れ
た
馬
王
堆
帛
書
の『
五

行
』
と
、
一
九
九
三
年
に
湖
北
省
荊
門
市
で
發
見
さ
れ
た
郭
店
楚
簡
の
『
五
行
』

と
は
、
ほ
ぼ
同
內
容
の
文
獻
で
あ
る
が
、
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』
が
《
經
》
と
そ

の
解
說
で
あ
る
《
說
》
で
構
成
さ
れ
て
い
る
一
方
、郭
店
楚
簡
『
五
行
』
は
《
經
》

の
み
し
か
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
先
行
硏
究
で
は
、
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』
の

《
說
》
に
從
っ
て
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
も
讀
ま
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
郭
店
楚

簡
『
五
行
』
を
一
つ
の
獨
立
し
た
文
獻
と
し
て
解
釋
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
狀
況
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
馬
王
堆
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帛
書
『
五
行
』
と
は
別
文
獻
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
確
認
し
、
そ
の
獨
立
性
を
認

め
た
上
で
、
改
め
て
そ
の
思
想
を
把
握
す
る
と
い
う
意
圖
の
も
と
で
檢
討
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
一
段
目
の
思
想
と
構
造
」
で
は
、
ま
ず
、
郭

店
楚
簡
『
五
行
』
に
見
え
る
墨
節
符
號
（「

」）
に
基
づ
い
て
、
第
一
章
か
ら
第

七
章
前
半
を
第
一
段
目
、
第
七
章
後
半
か
ら
第
二
一
章
を
第
二
段
目
、
第
二
二
章

か
ら
第
二
八
章
を
第
三
段
目
と
、
全
體
を
三
つ
に
區
分
し
て
い
る
。
次
に
、
第
一

段
目
の
閒
の
各
章
節
同
士
の
構
造
的
な
繫
が
り
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
の
思
想
內
容

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
特
に
、こ
れ
ま
で
樣
々
な
解
釋
が
提
示
さ
れ
て
き
た「
形

於
內
（
內
に
形あ

ら

は
る
）」
の
讀
解
を
契
機
に
、
第
一
段
目
に
は
「
仁
」「
智
」「
聖
」

の
德
を
視
覚
的
聽
覚
的
對
象
と
し
て
「
形あ
ら

は
す
」
と
い
う
專
心
內
形
論
と
稱
す
べ

き
思
想
が
見
出
せ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
第
一
段
目
は
、
章
節
同
士
の
構
造
的

な
繫
が
り
だ
け
な
く
、
思
想
的
一
貫
性
が
窺
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
三
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
二
段
目
の
思
想
と
構
造
」
で
は
、
第
二
段
目

に
見
え
る
墨
釘
符
號
（「

」）
に
注
目
し
、
特
に
第
一
八
章
と
第
二
〇
章
と
の
閒

に
は
章
節
同
士
の
強
固
な
繫
が
り
が
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
思
想
的
特
徵
と
し

て
、「
見
て
之
れ
を
知
る
は
、
智
な
り
。
聞
き
て
之
れ
を
知
る
は
聖
な
り
」（
郭
店

楚
簡
『
五
行
』
第
一
四
章
）
の
部
分
か
ら
聖
智
論
が
見
出
せ
る
一
方
、
第
一
段
目

で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
「
形
は
る
」
と
い
う
言
葉
が
第
二
段
目
に
は
見
え

な
い
こ
と
か
ら
、第
一
段
目
と
第
二
段
目
と
は
墨
節
符
號
（「

」）
で
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
獨
自
の
思
想
的
主
題
が
存
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

第
四
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
三
段
目
の
思
想
と
構
造
」
で
は
、第
一
段
目
・

第
二
段
目
と
は
異
な
り
、
第
三
段
目
に
は
同
じ
槪
念
を
共
有
す
る
章
節
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
構
造
的
に
も
思
想
的
に
も
ま
と
ま
り
に
缺
け
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
、
第
一
段
目
の
專
心
內
形
論
と
第
二
段
目
の
聖
智
論
と

を
關
連
づ
け
、そ
れ
を
一
つ
に
ま
と
め
上
げ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、郭
店
楚
簡
『
五

行
』
の
最
も
顯
著
な
思
想
的
特
徵
で
は
な
い
か
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
思
想
の
關

係
性
を
明
ら
か
す
る
こ
と
が
改
め
て
課
題
と
な
る
と
言
う
。
一
方
で
、
第
三
段
目

は
思
想
的
主
題
を
見
出
し
が
た
く
、
章
節
同
士
の
ま
と
ま
り
に
も
缺
け
、
こ
の
よ

う
な
特
徵
は
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
の
編
纂
過
程
を
考
え
る
上
で
も
、
一
つ
の
判
斷

材
料
を
提
供
す
る
と
述
べ
る
。

第
五
章
「『
孟
子
』
萬
章
下
篇
「
金
聲
而
玉
振
之
」
考
―
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
五

行
』
を
手
が
か
り
に
―
」
で
は
、『
孟
子
』
に
對
す
る
朱
熹
の
解
釋
を
そ
の
ま
ま

馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』
に
當
て
は
め
る
と
い
う
從
來
の
手
法
を
批
判
し
、
馬
王
堆

帛
書
『
五
行
』
の
獨
自
性
を
認
め
た
上
で
、改
め
て
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』
の
「
金

聲
而
玉
振
之
」
の
意
味
を
探
究
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』
に

お
け
る
「
金
聲
而
玉
振
之
」
の
句
の
考
察
を
も
と
に
、『
孟
子
』
萬
章
下
篇
の
「
金

聲
而
玉
振
之
」
の
句
に
つ
い
て
も
再
檢
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
金
聲
」「
玉
振
」

を
音
樂
用
語
と
見
な
し
、「
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
て
演
奏
を
始
め
、
玉
（
磬
）
を
打

ち
鳴
ら
し
て
演
奏
を
締
め
括
る
」と
す
る
從
來
の
解
釋
に
對
し
て
、「
金
の
よ
う
に
、

（
美
し
い
）
聲
を
發
し
、
玉
の
よ
う
に
お
の
ず
か
ら
、（
美
し
い
音
を
）
振
る
う
」

と
い
う
人
物
の
德
性
を
比
喩
し
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
解
釋
を
提
示
し
て

い
る
。

第
六
章
「『
孟
子
』
に
見
え
る
告
子
の
仁
內
義
外
說
」
で
は
、『
孟
子
』
や
『
管
子
』

な
ど
の
戰
國
諸
子
文
獻
、
お
よ
び
郭
店
楚
簡
『
六
德
』『
語
叢
一
』
な
ど
の
出
土

資
料
に
見
え
る
「
仁
義
內
外
說
」
を
整
理
し
、
各
文
獻
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
問
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題
意
識
を
探
究
し
て
い
る
。
從
來
、
告
子
の
義
外
說
は
「
他
律
的
」「
強
制
的
」

で
あ
り
、
本
性
は
「
外
在
」
す
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、

著
者
は
、
こ
の
解
釋
は
、
孟
子
の
「
仁
義
」
の
思
想
（
自
律
的
・
內
在
）
を
そ
の

ま
ま
圖
式
的
に
反
轉
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。著
者
に
よ
る
と
、

告
子
の
仁
義
內
外
說
の
主
題
は
、「
仁
」
は
「
我
の
私
的
な
親
疎
の
基
準
（「
我
」）」

に
從
い
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、「
義
」
は
「
白
さ
」
や
「
長
さ
」
と
同
樣
、
客
觀

的
で
公
的
な
尺
度
に
從
い
決
ま
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。そ
し
て
、

告
子
の
義
外
說
は
、
日
常
的
な
色
に
對
す
る
認
識
作
用
と
年
長
者
に
對
す
る
道
德

的
行
爲
と
を
比
喩
と
し
て
用
い
、
さ
ら
に
そ
の
獨
自
の
「
狂
擧
」
的
な
說
明
方
式

（
內
外
區
分
）
に
よ
っ
て
「
義
」
の
客
觀
性
を
論
證
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
思
想

的
意
義
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

第
七
章
「
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
の
人
性
論
と
そ
の
周
邊
―
主
要
槪
念
と
比

喩
表
現
の
再
檢
討
―
」
で
は
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
に
見
え
る
「
性
」「
心
」

「
物
」
や
、「
善
」「
不
善
」
お
よ
び
「
物
」「
勢
」「
義
」「
道
」
と
い
っ
た
主
要
槪

念
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
比
喩
表
現
や
文
章
構
造
を
改
め
て
檢
討
し
、
そ

の
意
味
內
容
を
考
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
性
自
命
出
』
の
冒
頭
の
一
文
「
凡

そ
人
は
、
性
有
り
と
雖
も
、
心
は
定
志
無
し
」
を
全
體
の
思
想
に
位
置
づ
け
て
把

握
し
、
そ
の
周
邊
の
關
連
す
る
諸
思
想
と
比
較
・
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
性

自
命
出
』の
人
性
論
の
思
想
的
特
徵
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
從
來
、

心
性
の
未
熟
さ
を
表
明
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
こ
の
一
文
に

つ
い
て
、全
篇
の
冒
頭
に
置
い
て
、宿
命
的
な
「
性
」
の
自
覺
を
契
機
と
し
た
、「
心
」

の
自
由
さ
と
發
展
の
可
能
性
と
を
表
明
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
性
の
未
熟
さ
や
修
養
の
必
要
性
が
表
明
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、「
心
」
に
「
定
志
」
が
な
い
こ
と
に
意
義
を
認
め
、
そ
こ
に

人
閒
の
發
展
の
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、

『
性
自
命
出
』
の
人
性
論
は
、
人
閒
を
支
配
す
る
必
然
的
な
因
果
法
則
に
對
す
る

自
覺
の
上
に
、
人
閒
の
心
の
自
由
の
領
域
に
價
値
を
認
め
、
規
範
の
根
源
と
人
閒

性
と
に
關
す
る
思
索
を
深
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

巻
末
に
は
、「
參
考
文
獻
」「
あ
と
が
き
」「
人
名
索
引
」「
事
項
索
引
」
を
收
錄

し
て
い
る
。

本
書
は
、
對
象
文
獻
と
真
摯
に
向
き
合
っ
た
上
で
、
そ
の
特
徵
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
い
う
意
識
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
本
書
を
讀
む
と
、
竹
簡
上
に
見
え
る
符

號
が
文
獻
讀
解
の
際
の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
り
、
輕
視
で
き
な
い
こ
と
を
再
認

識
で
き
る
。
出
土
資
料
を
硏
究
す
る
際
に
は
、
從
來
の
解
釋
に
引
き
ず
ら
れ
ず
に

文
獻
そ
の
も
の
を
精
緻
に
讀
み
解
き
、
そ
の
上
で
思
想
內
容
や
思
想
的
課
題
を
解

明
す
る
と
い
う
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
硏
究
書

で
あ
る
。

な
お
、
本
書
の
書
評
・
紹
介
と
し
て
、
西
山
尚
志
「（
書
評
）
西
信
康
著
『
郭

店
楚
簡
『
五
行
』
と
傳
世
文
獻
』」（『
中
國
出
土
資
料
硏
究
』
第
一
九
號
、
中
國

出
土
資
料
學
會
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、
椛
島
雅
弘
「
新
出
土
資
料
關
係
文
獻
提

要
（
十
四
）」（『
中
國
硏
究
集
刊
』
夜
號
（
第
六
一
號
）、
大
阪
大
學
中
國
學
會
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
草
野
友
子
）

大
野
裕
司
著
『
戰
國
秦
漢
出
土
術
數
文
獻
の
基
礎
的
硏
究
』（
北
海
道

大
學
出
版
會
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

出
土
文
獻
の
う
ち
、術
數
に
關
す
る
文
獻
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
著
作
で
あ
る
。
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著
者
の
博
士
學
位
論
文
の
一
部
を
增
補
改
訂
し
た
も
の
で
、
解
題
篇
、
論
文
篇
の

二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
術
數
文
獻
を
「
占
術
の
技
術
重
視
の
書
、
具
體
的
な
占
術
の
實
踐

法
を
中
心
に
說
く
書
」（
九
頁
）
と
定
義
し
、
出
土
術
數
文
獻
を
硏
究
對
象
と
し

て
い
る
。
出
土
術
數
文
獻
の
全
體
像
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ま
ず
第
一
部
で
こ
れ

ま
で
に
出
土
し
た
術
數
文
獻
の
解
題
を
擧
げ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、「
こ
れ
ま

で
の
術
數
文
獻
の
出
土
狀
況
を
把
握
し
、
如
何
な
る
文
獻
が
ど
の
程
度
出
土
し
て

い
る
か
を
把
握
す
る
」、「
こ
れ
ま
で
の
各
出
土
術
數
文
獻
の
硏
究
狀
況
を
確
認
し
、

そ
の
硏
究
成
果
を
術
數
理
解
に
役
立
て
る
」（
と
も
に
九
頁
）
の
二
點
で
あ
る
。

解
題
は
天
文
、
五
行
、
蓍
龜
、
雜
占
、
形
法
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
土
狀

況
、
先
行
硏
究
、
槪
要
を
ま
と
め
る
。
出
土
術
數
文
獻
の
硏
究
を
進
め
る
上
で
の

基
礎
的
事
項
が
網
羅
的
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
解
題
を
確
認
し
て

い
く
と
、『
質
日
』
な
ど
の
曆
譜
と
、『
日
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
五
行
の
文
獻
が

多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
擇
日
（
日
の
吉
凶
に
よ
る
日
選

び
）
に
關
す
る
『
日
書
』
に
つ
い
て
は
、第
二
部
で
著
者
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

第
二
部
の
論
考
篇
は
、
全
四
章
か
ら
成
る
。

第
一
章
「
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
に
お
け
る
神
靈
と
時
の
禁
忌
」
は
、
睡
虎
地

秦
簡
『
日
書
』
に
見
え
る
日
の
タ
ブ
ー
（
日
忌
）
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
る
。
日

の
吉
凶
を
判
斷
す
る
際
、
根
據
と
な
る
の
が
『
日
書
』
で
あ
り
、『
日
書
』
は
の

ち
の
通
書
に
相
當
す
る
。
あ
る
日
に
あ
る
行
爲
を
禁
止
す
る
場
合
、
そ
の
背
後
に

神
靈
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。
神
靈
は
人
知
を
超
え
た
超
自
然
的
な
存

在
で
あ
り
、
星
の
よ
う
に
一
定
の
規
則
に
從
っ
て
循
環
す
る
神

（
し
ん
さ
つ
）、

建
築
や
土
木
に
關
わ
る
天
神
、
祖
先
・
職
能
神
な
ど
祭
祀
對
象
の
神
靈
に
大
別
さ

れ
る
。
こ
の
う
ち
、
天
神
は
神

と
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
神

靈
に
關
わ
る
日
は
、
あ
る
行
爲
を
行
う
の
に
宜
し
く
な
く
、
ま
た
あ
る
行
爲
を
行

う
の
に
よ
い
日
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
と
後
世

の
通
書
と
を
比
較
し
、
通
書
に
は
吉
神
（
吉
の
神

）
と
凶

（
凶
の
神

）
の

雙
方
が
見
え
る
の
に
對
し
、『
日
書
』
の
神

の
殆
ど
は
、
後
世
の
凶

で
あ
る

と
い
う
點
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
書
に
お
い
て
は
祭
祀
對
象
と
な
る

神
靈
が
高
位
で
あ
る
の
に
對
し
、『
日
書
』
で
は
身
近
な
神
格
の
低
い
神
靈
を
祭

祀
對
象
と
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
後
世
と
の
違
い
に
つ
い
て
、『
日
書
』

に
は
神
靈
に
對
す
る
原
始
的
な
畏
敬
感
が
存
在
し
て
お
り
、
後
世
の
通
書
に
な
る

と
、
人
閒
の
功
利
的
な
態
度
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
中
國
古
代
の
神

―
戰
國
秦
漢
出
土
術
數
文
獻
に
見
る
も
う
ひ
と
つ

の
天
道
觀
―
」
は
、
本
書
の
中
心
と
な
る
議
論
で
あ
ろ
う
。
第
一
章
で
取
り
上
げ

た
神
靈
の
う
ち
、
特
に
神

に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
神

は
擇
日
書
だ
け
で
は
な

く
、『
荀
子
』
や
『
韓
非
子
』、『
淮
南
子
』
な
ど
の
傳
世
文
獻
で
も
斷
片
的
に
認

め
ら
れ
る
。『
日
書
』
に
見
え
る
神

は
、
後
に
名
前
が
や
や
變
化
す
る
も
の
も

あ
る
が
、
後
世
の
も
の
と
運
行
や
宜
忌
が
類
似
し
て
お
り
、
連
續
性
が
あ
る
。
本

章
で
は
、
第
一
章
で
檢
討
し
た
睡
虎
地
秦
簡
以
外
の
『
日
書
』
も
網
羅
的
に
調
査

し
、
吉
神
に
分
類
さ
れ
る
存
在
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
吉
神
と

い
う
槪
念
は
後
發
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
神

の
特
徵
か
ら
、著
者
は
出
土
術
數
文
獻
に
見
え
る
天
道
觀
を「
術

數
的
天
道
觀
」
と
名
づ
け
る
。
傳
世
古
代
文
獻
は
、
主
に
儒
家
文
獻
や
戰
國
諸
子

と
い
っ
た
「
帝
王
」
の
た
め
の
言
說
と
い
う
偏
っ
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
帝
王
の

天
に
對
し
て
の
あ
る
べ
き
態
度
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
「
術
數
的
天
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道
觀
」
の
特
徵
は
、「
ひ
と
つ
は
、
天
道
（
自
然
界
の
循
環
的
運
行
規
則
）
へ
の

隨
順
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
天
が
人
に
道
德
的
規
範
を
要
求
し
な
い
こ
と
」（
二
〇
二

頁
）
に
あ
る
。『
日
書
』
が
中
國
各
地
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
天

道
觀
が
廣
く
共
有
さ
れ
た
槪
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
術
數
的
天
道
觀
」は
、

出
土
術
數
文
獻
の
檢
討
を
通
じ
て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
槪
念
で
あ
り
、
こ
こ

に
出
土
文
獻
を
用
い
た
硏
究
の
重
要
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
章
「『
日
書
』
に
お
け
る
禹
步
と
五
畫
地
の
出
行
儀
式
」
で
は
、
出
行
の

際
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
儀
式
の
う
ち
、
秦
代
の
禹
步
五
畫
地
法
か
ら
南
宋

以
降
の
速
用
縱
橫
法
へ
の
流
れ
を
檢
討
す
る
。
先
行
硏
究
の
多
く
は
、『
日
書
』

の
禹
步
五
畫
地
法
を
出
行
の
際
に
必
ず
行
う
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
著
者
の
檢

討
の
結
果
、
出
行
の
凶
日
に
急
用
で
ど
う
し
て
も
出
發
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
に
行
わ
れ
た
儀
式
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
四
章
「
玉
女
反
閉
局
法
に
つ
い
て
」
は
、
各
文
獻
の
玉
女
反
閉
局
法
（
凶
の

日
に
や
む
を
え
ず
出
軍
す
る
際
の
儀
式
）
を
比
較
し
、
校
勘
・
解
說
を
施
し
て
い

る
。
玉
女
反
閉
局
法
の
原
型
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
儀
式
中
の
禹
步
は
元
々
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
日
本
の
陰
陽
道
で
行
わ
れ
た
「
反

閇
」
は
、
本
來
の
玉
女
反
閉
局
法
が
傳
わ
り
、
變
形
し
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。な

お
、
本
書
に
對
す
る
書
評
・
紹
介
と
し
て
、
す
で
に
椛
島
雅
弘
「
新
出
土
資

料
關
係
文
獻
提
要
（
十
三
）」（『
中
国
硏
究
集
刊
』）
珠
號
（
第
五
十
九
號
）、

二
〇
一
四
年
十
二
月
）、
宮
崎
順
子
「
大
野
裕
司
著
『
戦
國
秦
漢
出
土
術
數
文
獻

の
基
礎
的
硏
究
』」（『
東
方
宗
教
』
第
一
二
五
號
、
二
〇
一
五
年
五
月
）、
池
澤
優

「
術
數
文
獻
を
用
い
た
出
土
資
料
硏
究
」（『
東
方
』
第
四
一
二
號
、
二
〇
一
五
年

六
月
）、佐
々
木
聰「
大
野
裕
司『
戦
國
秦
漢
出
土
術
數
文
獻
の
基
礎
的
硏
究
』」（『
人

文
學
論
集
』
第
三
十
四
集
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
が
あ
る
。
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